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本当の教育者について考える
一21世紀の教育・研究を考える（再論）一
東京医科大学学長
渋　谷 健
　21世紀と言えども，また時代が大きく変転したとしても，医学教育，即ち医療人（良医）育成の
在り方についての基本理念は少しも変わらないと思う．その第一は医療人に相応しい「人間教育」
であり，第二は高度専門職業人としての「専門職業教育」である．高度専門職として必要な医学・
医療の知識や技術の進歩は，更に速度を増し，また対象領域も著しく拡大するであろうから，これ
は大学や大学院の教育だけでは必ずしも充分ではなく，今後，自己啓発，生涯学習に依拠する所が
大きくなるであろう．その一方で，医科大学における医療人に相応しい全人的な「人間教育」の意
義は，益々重要視されて来ると思われる．
　西澤潤一先生は，著書の中で，松下村塾における吉田松蔭の教育が僅かに一年余の講義で一体何
を語って，若者に猛烈なやる気を起こさせて，彼らがわが国の近代化に大きな役割を果たすことに
なったのか，と問い，人間最も大切なことは一生を賭して何をやりたいかということを見切ること
であろう，学生に人生の在り方を自ら選ばせてこそ，はっきりした自己のやるべきことが浮かび上
がって来る，本当に優れた教師とは学生の心に灯を点ける者のことだ，と言っておられる．言い換
えれば，教師の本源的な役割は，学生が教師との関係において智恵や志を持つことに些かの手助け
をすることである．
　医育機関に入学する学生の場合，18歳でほぼ人生の進路が決定されてしまう．しかし，どの様な医
師や医学者になり，何をしたいのか，何をなすべきなのか，これは大道無門であり千差有路と言える．
　学生が18歳から24歳の問にどれだけの知識を覚え，技術を習得し，智恵を血肉化することがで
きるのか，そのことを充分に考慮して，医科大学は制度を整え，課程を編成し，刻々成長向上して
行く若者に生きた教育を実践して行かねばならないのは言うまでもない．
　と同時に，いついかなる大学の場においても，私達教師ひとりひとりは，内なる泉に学生を導き，
学生に水を汲ませなければならない，西澤先生の言われる「学生の心に灯を点け」ねばならないの
である．
　願わくば，大学は，また教師は，医学医療情報の発信受信の拠点であり知識の宝庫であるばかり
でなく，学生の全人的な智恵の源泉でもありたいと思う今日である．
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